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Ⅰ．緒　　言

　公益社団法人日本補綴歯科学会（JPS）は，そのホー
ムページに記載があるように，「補綴による治療に使
う新しい材料や治療技術を開発，研究し，その治療に
よって，噛める，しゃべる，飲み込むといった機能の

回復と見た目の自然観を回復することで健康が維持さ
れることを通して，国民の健康長寿にさらに貢献でき
ることを目指す」学会であり，また，「公益社団法人
として，健康長寿に大きく貢献する補綴（ほてつ）歯
科の意義を，わかりやすく社会と国民に訴える活動を
行う」団体である1）．さらに補綴とは，「見た目やかみ
合わせをクラウンや入れ歯など人工の歯で補う治療法
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クトファクターを有しているが，他の指標と合わせて雑誌を評価すると，投稿者の国際的広がりや，掲載論文
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のこと」1）であるから，これらを総括すると，われわれ
JPS は「クラウンや入れ歯など人工の歯」を用いて治
療を行うために，「新しい材料や治療技術を開発，研
究」する集団であり，「補綴治療によって機能の回復
と審美性を回復し，健康を維持する」ことを目的とし
た集団であるということになる．この内容に関しては
何の異論もない．American Prosthodontic Society

（APS）のミッションは，「一般医，専門医，歯科技工
士が一体となって治療技術の向上を追求し続けること
で，補綴歯科学の発展を促進することを教育と研究
を通じて達成する（鮎川訳　以下同）」2）ことであり，
European Prosthodontic Association （EPA）の目標
も「ヨーロッパにおける歯科補綴学の知識を深め，教
育と実践を促進する」3）と記載されており，JPS の目
指すところと欧米の補綴関連学会の目指すところは大
きく異なっていないといえる（ただし，APS，EPA 両
学会ともに，一般の人が見る所にミッションとして
education や teaching といった教育関連語が明記さ
れているが，JPSのHPにはその記載がないのは一考す
べきところかもしれない）．このように学会として目
指すべき目標について，日米欧の補綴歯科関連学会間
でそれほど大きな相違はないように思われるが，私が
これまでに参加した欧米の補綴関連学会の演題傾向と
JPS のそれは大きく異なる印象を抱いていたので，実
際に調べてみることにした．まずとりかかりとして，
JPS 学術大会の一般演題と経時的変化を検討してみる
こととした．次に，これらの学会は機関誌を出版して
いることから，掲載論文の傾向が各学会，あるいは各
地域のカラーを表していると仮定して，各ジャーナル

のビブリオメトリクスを解析することとした．あわせ
て，雑誌の価値を評価するのに一般的に用いられてい
る Impact Factor （IF）とその他の指標を調査し，JPS
の機関誌である Journal of Prosthodontic Research 

（JPR）の補綴領域における国際的位置づけを検討しつ
つ，日本から発信された補綴歯科関連論文の国際的イ
ンパクトについても考えてみたい．

Ⅱ．JPSの研究

　1995 年，私が基礎講座の大学院 3 年生のときに
JPS の学術大会で発表するよう指示を受け，演題を出
した．そのときの JPS の研究は顎機能，なかでも顎
運動研究が非常に多く，バイオロジー系の演題は自分
のものを含めてごくわずかであった．まだ当時の JPS
ではインプラントの研究もあまり活発に行われていな
かった．それから 25 年あまり経過した現在，JPS 学
術大会ではバイオロジー研究が数多く発表されている
ように感じられる．JPS 学術大会の演題傾向を調べて
みるために，研究テーマを咬合・顎機能，義歯，クラ
ウンブリッジ，材料・理工，バイオロジー，インプラ
ント（バイオロジー系除く），高齢者・顎補綴，スポー
ツ，教育，その他に分け，研究分野ごとの一般演題の
割合を調査したものを図 1 にまとめた．学術大会 10
回毎に演題の割合を計算したが，2005 年までは学術
大会が年 2 回行われていたことにご留意いただきた
い．また，第 90 回大会は抄録集を入手できなかった
ので，第 91 回大会の演題について調査した．なお，
各演題がどの分野に属するかは私の主観で振り分け，
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図 1 JPS 学術大会一般演題の割合
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特に複数分野にまたがる研究内容は一方にまとめてい
るため，参考程度としていただければ幸いである．な
お，分野にデジタルがないのは，クラウンブリッジ，
義歯，材料，その他のいずれかに振り分けたためであ
る（以下の調査も同様）．
　第 80 回，第 91 回大会は演題の傾向は大きな変化
はなく，特に顎運動の研究を中心に咬合・顎機能の分
野に属する演題が全演題の 35% 弱を占めていた．一
方でバイオロジー系は 10% 弱，インプラント関連は
2% 程度と，JPS では大きなトピックではなかったこ
とがうかがえる．これは，前者は顎運動を研究の主
テーマに据える指導者が JPS に多数在籍されていた
ことが大きな理由と思われる．インプラント研究につ
いては，オッセオインテグレーションタイプではなく
ブレードタイプ，骨膜下インプラントや酸化アルミニ
ウムインプラントが当時の日本では主流であったこと
より，JPS にはインプラント治療に懐疑的な指導者が
多かったのではないかと推察される．バイオロジー研
究については，その当時基礎の研究室でトレーニング
を受けた中堅指導者が少なかったか，あるいは補綴学
研究室に基礎研究を継続できる設備が少なかったのが
理由として考えられる．また，この当時のバイオロ
ジー研究は細菌学的なものがほとんどであり，現在の
ような骨芽細胞であるとか再生医療といった研究テー
マはほとんどなかった．

Ⅲ．JPS学術大会一般演題における各演題のトレンド

＜咬合・顎機能＞
　前述のようにこの分野は第 91 回大会までは圧倒的
に多くの演題割合を示していたが，4 年後の第 100
回大会では 4 ポイント程度下落し，さらに経時的に
割合が低下している．第 120 回大会（2011 年）では
20% まで下落したが，10 年後の第 130 回大会でも
20% をキープしている．これは，研究のトレンドと
しての顎運動研究は減少したが，一方で顎関節症，睡
眠時無呼吸症候群や，口腔機能低下咀嚼機能，舌圧と
いった研究が増えてきたことによる．

＜義歯＞
　義歯のテーマは第 80 回大会（1988 年）から 30 年
あまりを経て演題割合は概ね 20～25% の間を上下し
ており，大きな変化はない．これは，義歯は 30 年前
から普遍的なテーマであるとともに，新しい床用材料
や CAD/CAM といった，研究テーマへの「燃料投下」
が継続的に行われてきたためと思われる．

＜クラウンブリッジ＞
　クラウンブリッジの演題は第 100 回大会（1998 年）
まで 10～14% 程度であったが，以降増加し，今年の
第 130 回大会では 20% を占めるに至った．これは，
21 世紀の幕開けとともに二珪酸リチウムやアルミナ，
ジルコニアといった新規材料および光学印象，CAD/
CAM や粉末冶金のような新規手法が一般的になるに
つれて研究が盛んになってきたことと関連がある．こ
の分野は今後とも新規技術や材料が投入されやすいこ
とから，今後も演題割合が増加していくと考えられる．

＜材料・理工＞
　この分野は第 110 回大会（2003 年）まで演題の
15～20% を占めていたが，以降漸減し第 130 回大会
では 10% を下回った．しかしこれはこの分野が廃れ
てきたわけではなく，より臨床に近いテーマが増加し
てきたのでクラウンブリッジや義歯の分野に振り分け
たためであり，本来この分野に振り分けても良さそう
な研究はむしろ増加しているといえる．後述するが，
この分野の研究が活発であることは JPS の特徴かつ
特長であり，欧米の補綴歯科関連学会とは異なる．

＜バイオロジー＞
　バイオロジー関連の研究は第 110 回大会（2003 年）
までは 10% 以下であったが，以降急増し，第 120 回，
第 130 回大会と約 20% を占めている．これは，この
ころより，大学院時代に基礎の教室に出向あるいは留
学先で基礎研究に携わった研究者が歯科補綴学教室に
戻った後に主任研究者として研究チームを率い始めた
からではないかと考えている．
　これも後述するが，バイオロジー研究が多くの割合
を占めているのも JPS の特徴である．

＜インプラント＞
　バイオロジーに関連するものを除くインプラント研
究は近年増加傾向ではあるが，JPS では 10% 未満で
あり，それほど多くを占めているわけではない．日本
の歯科補綴学教室でインプラント治療に関わっている
ところは少なくないのでこのトレンドの理由はよく分
からないが，日本口腔インプラント学会等，他学会で
の発表を優先しているのかもしれない．

＜高齢者・顎補綴＞
　そもそも高齢者と顎補綴を一つのカテゴリーにまと
めるのは適切ではないのだが，総数があまり多くない
のでお許しいただきたい．第 80 回大会から現在まで
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5% 以下で推移しているが，これはこのテーマが活況
ではないことを意味するのではなく，口腔機能低下症
については顎機能のカテゴリーにまとめ，それ以外に
も義歯など他のカテゴリーにまとめてしまったからで
ある．さらに，高齢者については日本老年歯科医学会，
顎補綴については日本顎顔面補綴学会という，分野を
過不足なく包含する学会があるため，演題がそちらの
学会に分散していると考えられる．

＜スポーツ＞
　スポーツ関連は第 110 回大会（2003 年）ごろから
演題を見るようになったが，まだ大きなトレンドとな
るに至っていない．JPS にスポーツの研究者があまり
多くなく，また日本スポーツ歯科学会と演題が分散し
ている可能性もある．スポーツは厚生労働省が打ち出
す健康日本 214）とも大きく関連し，補綴歯科が果た
しうる役割は少なくないと思われるので，今後の研究
の活性化が期待できる分野といえる．

＜教育＞
　JPS では教育分野のポスター発表に賞を出すなど，
この分野の活性化にてこ入れをしており，第 130 回
大会では 4% 程度とそれまでより演題数の増加を見た

が，研究テーマの大きなトレンドにはなっていない．
正直なところ，一人の大学人に教育，研究，臨床をす
べて高次元で行うことを期待する日本のシステムで
は，この分野が補綴歯科学会のメイントレンドになる
のかどうかは疑わしいが，今後卒前研修の複雑化や広
告可能専門医資格の取得のための教育プログラム充実
とともにこの分野の研究も増加していくと思われる．
　ここまでをまとめると，JPS 学術大会の一般演題の
分野別割合は時代とともに変化しているが，この 10
年は咬合・顎機能，義歯，クラウンブリッジ，バイオ
ロジーがいずれも 20% 程度を占めている．また，上
には記載していないが，義歯およびクラウンブリッジ
の分野でも理工学的研究が多いのも JPS 学術大会一
般演題の特徴である．

Ⅳ．補綴関連国際誌掲載論文のテーマの傾向

　論文雑誌に掲載される論文は編集者の意向が大きく
反映される．日米欧から出版されている補綴歯科関連
国際誌の論文掲載トレンドを調査し，JPR 掲載論文
や JPS 学術大会一般演題のトレンドと比較すること
によって，JPS の研究の方向性を探る．
　図2はJournal of Prosthetic Dentistry（JPD），Jour-
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図 2 補綴歯科関連雑誌の掲載論文テーマの割合
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nal of Prosthodontics （JP），International Journal of 
Prosthodontics （IJP），Journal of Oral Rehabilitation 

（JOR）およびJPRに掲載された論文数をグラフ化した
ものである．JPDはThe American Prosthodontic So-
ciety，JP は American College of Prosthodontists の
機関誌である．JOR はヨーロッパで出版される雑誌で
あり，IJP は International College of Prosthodontists
の機関誌である．
　このグラフを見ると，米国系の JPD と JP，および
IJP の掲載論文はよく似た傾向であり，インプラント
とクラウンブリッジ（特に審美関連）の研究が多くの
割合を占めていることが分かる．また，いずれの雑誌
もバイオロジー系の論文掲載は非常に少ない．細かく
読んでいくと，再生医療のような，JPS 学術大会で多
く発表されているような内容のバイオロジー論文はほ
ぼなく，デンチャープラークのような，より補綴歯科
に特化したバイオロジー研究のみが掲載されている．
JOR はそれらとは異なり，雑誌名にリハビリテーショ
ンを謳うだけあって顎機能やリハビリテーションの研
究が過半数を占めている．クラウンブリッジや義歯の
研究は少なく，あってもリハビリテーションに属する
研究が多い．他の欧米系雑誌と異なり，バイオロジー
系の研究も数は少ないが掲載されている．
　JPR はこれらの欧米系雑誌と掲載論文の傾向が大き
く異なり，義歯やクラウンブリッジの割合が多い．一
方でインプラント（バイオロジー系を除く）の割合は

少なく，JPS 学術大会一般演題のトレンドと一致して
いる．JPS 学術大会の演題と JPR 掲載論文のトレンド
で異なるのは，JPR に掲載されるバイオロジー関連論
文は少なく，また材料・理工系論文は多いことである．
日本の歯科補綴学教室のバイオロジー研究を見ると，
メカニズムの解明や再生医療といった補綴の枠に収ま
らない研究を指向する教室も多く，これらの研究は論
文投稿先が歯科補綴学，口腔科学に限らず無数にある
ため，JPS で学会発表し，他誌に論文を投稿するとい
う流れができていると思われる．一方で材料・理工系
研究においては，論文投稿先が主に口腔科学に属する
ジャーナルに限定されるため，IF で雑誌を選択すると
JPR は上位の選択先に挙がるためではないかと考えら
れる．高齢者・顎補綴に関しては，JOR と JPR が他の
雑誌より割合が高く，今後はさらなる増加も考えられ
る．一方で，高齢者の口腔機能研究は補綴の枠にとら
われず，医科領域にも大きなインパクトを与えている
ことから，現在の時点ですでに論文投稿先が医科分野
にも分散している可能性も高いと思われる．

Ⅴ．JPRの国際的位置づけ

　私は JPR の編集委員を拝命していた時期もあり，
JPR の国際的位置づけには非常に関心があり，かつ
責任の一端を有していると考えている．雑誌の評価で
最も身近に用いられる指標は IF であろう．私の教室
でも投稿先の選択に際して IF をチェックしないこと
はありえないし，教授選考等の人事考課でも論文掲載
雑誌の IF を記載させることは一般的に行われている．
IF の功罪や限界については数多くの評論があるため
ここでは述べないが，IF 以外のいくつかの指標で補
綴歯科関連雑誌の評価を行ってみたい．
　表 1 は前述の補綴歯科関連 5 誌について，IF，IF
順位（口腔領域 92 誌中），Normalized Eigenfactor 

（NE），SCImago Journal Rank （SJR），H-index を
まとめたものであり，図 3 は各指標においてその雑
誌が 5 誌内の何位に位置するかを示したものである．
各指標の意味は以下の通りである．

表 1 補綴歯科関連 5 誌の各指標

IF IF 順位
（口腔科学 92 雑誌中）

Normalized
Eigenfactor

SCImago
Journal Rank

過去 10 年の平均 SJR
（2010～2019） H-index

JPD 3.426 25 2.078 1.233 1.066 127
JP 2.752 36 0.853 0.902 0.709 60
IJP 1.681 76 0.576 0.74 1.053 96
JOR 3.837 19 0.984 0.991 1.115 93
JPR 4.642 12 0.599 1.227 0.791 38

図 3 各指標の補綴歯科関連５誌内における順位
 

順
位
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　IF： 2018 年，2019 年にその雑誌に掲載された論
文が，2020 年に平均何回引用されたか．
　NE：名声のあるジャーナルからの引用は下位の
ジャーナルからの引用よりも価値があると仮定して
引用を計算した Eigenfactor を，さらに分野内の平均
値が 1 となるように正規化した値．1 を超えるとその
分野で平均以上に影響力を有するジャーナルという
ことになる（この場合の分野は口腔科学（Clarivate 
Analytics 社データベース Web of Science））．2015
～ 2019 年に出版された論文の 2020 年の総引用回数
で計算．
　SJR：名声のあるジャーナルからの引用は下位の
ジャーナルからの引用よりも価値があると仮定して引
用に重み付けをしながら，分野間の比較を可能とした
ランキング．分野内の平均値は 1 となる（この場合
の分野は歯学（Elsevier 社データベース Scopus））．
2017～2019 年に出版された論文の 2020 年の総引
用回数で計算．
　H-index：その雑誌の掲載論文を被引用数順に並
べ，被引用順位と被引用回数が一致する数値．例え
ば，雑誌 A に掲載された被引用回数１位の論文が
1,000 回引用され，２位が 750 回引用…50 位が 50
回引用，51 位が 48 回引用されたとすると，雑誌 A
の H-index は 50 となる．
　表 1 および図 3 をみると，JPR は他の 5 誌より IF
がかなり高く，口腔科学全体でも上位（92 誌中 12 位，

レビュー誌を除くと 10 位）であるが，歯学全体にお
ける影響力といった観点ではまだ十分に高いとはいえ
ず，とくに NE の指標では JPD はもちろんその他の
補綴歯科関連雑誌より低く，口腔科学領域の雑誌の平
均レベルに達していない．ただ，類似した指標である
NE と SJR が大きく異なった結果を示したのは，デー
タベースの違いとカバーしている年数の違いのためと
考えられ，SJR の方がより最近の論文引用の傾向を示
しているため，JPR の SJR 値が JPD に近似している
のはよい傾向かもしれない．
　Kurian らは，過去 10 年の SJR は JPD と IJP が有
意に高く，JP と JPR は二番手グループであったと報告
している5）（なお，この論文では JOR を解析対象とし
ていないが，JOR の過去 10 年平均 SJR は JPD より高
いことを付記しておく）．Kurian らは JPR について，
2006 年以降目覚ましい SJR の伸びを示しており，咬
合 / オーラルリハビリテーション，歯科補綴学，イン
プラント学，応用口腔生物学，生理学の分野において
アジアでもっとも権威ある雑誌であると述べている．
　H-index については，JPR の歴史が最も浅いこと
が主な理由であるが，5 誌中最下位であった．
　次に，各雑誌に掲載された論文の国別ランキング（上
位 8 か国）を表 2 に示す．この表から分かるように，
JPR は掲載論文の半数以上が日本からの投稿であり，
あまりグローバルな雑誌とはいえない結果となってい
る．

表 2 補綴歯科関連５誌に掲載された論文の投稿国ランキング上位 8 か国および上位 8 か国における割合

JPD JP IJP
論文数 割合（%） 論文数 割合（%） 論文数 割合（%）

アメリカ 323 40 アメリカ 234 45.7 ドイツ 42 20
ブラジル 136 16.8 ブラジル 62 12.1 ブラジル 35 16.7
韓国 85 10.5 サウジアラビア 59 11.5 アメリカ 29 13.8
中国 78 9.7 トルコ 47 9.2 日本 27 12.9
トルコ 57 7.1 中国 30 5.9 イタリア 20 9.5
スイス 50 6.2 インド 28 5.5 スイス 17 8.1
スペイン 40 5 スペイン 27 5.3 中国 16 7.6
ドイツ 39 4.8 韓国 25 4.9 フランス / スペイン 12 5.7

JOR JPR
論文数 割合（%） 論文数 割合（%）

日本 103 23.4 日本 130 56.5
ブラジル 61 13.8 ドイツ 23 10
オランダ 55 12.5 アメリカ 21 9.1
スウェーデン 55 12.5 イタリア 17 7.4
中国 49 11.1 中国 12 5.2
イタリア 43 9.8 ブラジル 11 4.8
アメリカ 43 9.8 韓国 9 3.9
デンマーク 32 7.3 スイス 7 3
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Ⅵ．日本から補綴歯科関連雑誌に投稿された論文の
	 国際的インパクト

　Praveen らは，補綴歯科関連雑誌にこれまで発表
された論文のうち被引用回数トップ 100 をまとめて
いる6）．その報告によると，それらの論文のうち 72
本は JPD，25 本が IJP，2 本が JP，1 本が JPR に掲
載されている．また投稿国はアメリカが 55 本で最も
多く，以下スウェーデン（12 本），カナダ（7 本），
スイス，オランダ（各 3 本），デンマーク（2 本），日
本他 13 か国が 1 本であった．なお，最も多く引用さ
れた論文は Brånemark が執筆したオッセオインテグ
レーションに関する総説論文であり（JPD，2368 回），
日本の 1 本は昭和大学歯科理工学教室のジルコニア
に関する総説論文であり，JPR に掲載されている（376
回）．

Ⅶ．最後に

　JPR は補綴歯科関連雑誌のなかでは最も高い IF を
示し，国際的認知度が高まってきているのは間違いな
い．一方で，論文の影響力といった視点では JDR は
じめ他誌の後塵を拝している．実際，これまでに JPR
に掲載された全論文のうち，被引用回数が 100 を超
えるものはわずか 8 本しかない．掲載論文の地域的
偏りを考えると，おそらく欧米の歯科補綴学研究者が
論文を投稿する先として，JPR は第一選択になり得て
いないのではないかと感じている．そこで，JPR の国
際的認知度を高め，よりプレステージな雑誌としてい
くために貢献できるとことは沢山あると感じている．
特に窪木拓男副理事長が JPS メールマガジン7）に書
かれた，
•JOR でもなく，JPD でもなく，JPR とはどんな雑誌

なのか，JPR に載るということはどのようなことを
意味するのか

•JPR が目指す，歯科医療としてのインパクト，デン
タルサイエンスとしてのインパクトは何なのか

• 世界の医療界に，歯科を代表して新しい概念，新し
い治療法，新しい事実を提供できるような雑誌

　このようなことを念頭に置いて JPR の価値を高め
ることが，JPS の国際的プレゼンスを高めることにつ
ながると考えている．また，補綴歯科関連雑誌に投稿
された論文トップ 100 という視点では，「日本の補綴
学教室から発表された論文」は 1 本もランクインし
ていない．もちろん材料やバイオロジーの最先端研究

も重要であるが，そればかりにとらわれず，コンベン
ショナルな補綴歯科の範疇，つまり JPD や IJP 等が
ターゲットとしている研究内容において，世界で着
目する研究の芽を JPS 学術大会等でピックアップし，
学会全体で育てていく姿勢が必要であると感じてい
る．

　本論文は令和 3 年度公益社団法人日本補綴歯科学
会九州支部学術大会特別講演 2「補綴学教室における
ベーシックリサーチ」を元に構成した．
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